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令和７年度

福岡県・バンコク都アントレプレナーシップ

人財育成事業 報告書



令和7年度　福岡県・バンコク都アントレプレナーシップ人財育成事業　概要

１　目的

２　概要

　福岡県とバンコク都の大学生や社会人を相互に派遣し、スタートアップ企業の訪問やグループ
ワークなどを通じて、経済発展や社会変革に貢献するアントレプレナーシップ（起業家精神）を持つ
人材の育成を図る。

（１）参加者　

（２）事業内容

　 スタートアップに関心のある福岡県とバンコク都の大学生や社会人を相互に派遣し、スタートアッ
プ企業への訪問やグループワークによる社会課題の解決につながるビジネスプランの立案を行う。
また、国内外で活躍する起業家とのオンラインによるメンタリング（主にビジネスアイデアのブラッ
シュアップを目的とする）などを通じて、アントレプレナーシップを身につける。
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（３）事業日程・内容

（１）事前研修  日程：令和７年１２月６日（土）、７日（日）　

　プログラム概要の説明、参加者同士の自己紹介、福岡県・バンコク都の概要説明、
渡航に際しての注意事項の説明、ソーシャルビジネスの事例紹介、ビジネスアイデアの作り方ワー
クショップ、グループワークなど

福岡県の大学生　6名、バンコク都の大学生・社会人　6名

（２）海外プログラム 日程：令和７年１２月２１日（日）〜２６日（金）　

１日目：渡航・参加者顔合わせ
２日目：ワークショップ、バンコク都知事表敬訪問、寺院視察
３日目：行政機関訪問、施設訪問、企業訪問
４日目：グループワーク（ビジネスモデルワークショップ）
５日目：グループワーク、中間報告会
６日目：帰国

（３）ブラッシュアップ研修   日程：令和８年１月〜２月

　４人１組に対して、 1名の社会起業家メンターが伴走。各グループが考えたビジネスアイデアに対
して、自身の起業経験をもとをアドバイスを送り、ビジネスアイデアのブラッシュアップを行う。

（４）国内プログラム  日程：令和８年３月８日（日）〜１３日（金）　

１日目：バンコク都参加者来日・福岡県内視察
２日目：企業訪問・社会起業家との対話・福岡県知事表敬訪問・タイ総領事館表敬訪問
３日目：福岡市内の起業支援施設視察・グループワーク
４日目：福岡県内視察・グループワーク
５日目：最終成果発表会・振り返り・福岡県内視察
６日目：バンコク都参加者帰国



参加者・事業成果（概要）
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参加者

グループA

課題意識：「高齢者の孤独・孤立問題」

＜NIDAビジネススクール センター長　Danuvasin Charoen氏＞
　このレストランによって、実際にどの程度の雇用を創出できるのかが重要である。スラムエリアは人口が多く、20〜30人程度
の雇用では問題の根本的な解決にはつながりにくい可能性がある。また、高齢者を雇用することの独自の価値についても、よ
り明確にする必要がある。例えば、「お袋の味」を提供できるなど、通常のレストランにはない魅力を打ち出せれば、事業として
さらに広がりが期待できるだろう。

＜株式会社Zero-Ten Park　小野 旬氏＞
　ビジネスとして十分に成立し得るアイデアであると感じた。一方で、高齢者を実際に雇用する場合には、職場まで自力で通う
ことができるのかといった実務面の検討も必要である。細かな点ではあるが、実際に事業化する際には重要な論点になると思
われる。

＜株式会社ボーダレス・ジャパン　代表取締役　田口 一成氏＞
　日本とタイの両国に共通する課題に着目した、とても意義のあるアイデアである。特に重要なのは、当事者である高齢者が
本当に働きたいと考えているのか、また、どの程度の時間や条件であれば無理なく働けるのかを丁寧に把握することである。
なぜ高齢者が働きたいのかという背景まで含めて深く理解することができれば、より実効性の高いモデルとなり、将来的に全
国へ展開していく可能性もあるだろう。

最終成果報告会での講評

　 日本とタイの両国で、少子高齢化は課題となっている。特にタイでは、シニア向けの雇用機会が少な
く、より問題が深刻化することが想定されているため、高齢者の強みを生かしたソリューションが必要で
ある。

成果報告の概要

　 日本とタイの両国で課題となっている高齢者の孤独・孤立問題の解決を目的に、高齢者に雇用を生み
出す飲食店のビジネスモデルを検討した。バンコクではテイクアウトやデリバリーの普及率が高いことを
踏まえ、固定費を抑えるために、まずはデリバリー型の店舗から開始するなど、具体的な事業展開のアイ
デアを検討した。

氏名 大学・企業

源島 優奈 福岡女子大学 国際文理学部

川津 葵 中村学園大学 栄養科学部

NAKHARIN SORMAD 株式会社 Atlantic Education School Group

JAYDA SIMON チュラロンコン大学  文学部語学文化学科

BLJ Philippines Inc.峠 慶太郎（メンター）
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発表資料（抜粋）　

グループA



参加者・事業成果（概要）
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参加者

グループB

氏名 大学・企業

田崎 壮 九州産業大学  地域共創学部

古賀 月海 西南学院大学  人間科学部

NALINRAT THUTHUBTHIM マヒドン大学  国立児童家族研究所

WARINTORN SENGSUWAN ラ―チャブラナ学校  先生助手（英語）

御田 麻友（メンター） Re: leaf inc.  代表取締役

課題意識：「障がい者の貧困問題」

＜NIDAビジネススクール センター長　Danuvasin Charoen氏＞
　ビジネスモデルやソーシャルインパクトは的確に設計されている。一方で、今後AIに代替されにくいスキルを、障害を持つ
方々の能力を活かしながら習得していくという視点を加えることができれば、より大きな社会的インパクトが期待できるだろう。

＜株式会社Zero-Ten Park　小野 旬氏＞
　ビジネスアイデアとしてはユニークであるが、当事者の立場で考えると、データ分析の業務だけを継続して行うことは魅力的
な仕事とは感じにくい可能性がある。サービスの内容については、より幅広い可能性を検討していく余地があるのではない
か。

＜株式会社ボーダレス・ジャパン　代表取締役　田口 一成氏＞
　プラットフォームとして、企業やNGO、政府などと長期的な関係性を構築しながら仕事をオーガナイズしていく点はユニークで
あり重要である。事業の展開方法としては、デジタルワークの中でもアノテーション業務などに特化してスタートし、段階的に
領域を広げながら品質を高めていく方法も考えられる。そうした形で実績と信頼を積み重ねていくことで、より持続的かつ社会
的インパクトの大きい事業へと発展していく可能性があるだろう。

最終成果報告会での講評

　 障害を持った方の中でも、特に貧困状況にある人々は安定した職に就くことが難しく、困窮状態から
抜け出せない状況にある。そのため、スキルがない方でも場所にとらわれずに働くことができる、新たな
就労機会の創出が必要である。

成果報告の概要

　 日本とタイの両国で課題となっている障がい者の貧困問題の解決を目的に、 AI関連業務のノウハウを
提供し、企業から業務を受託するプラットフォーム型ビジネスを検討した。データアノテーションなどのデジ
タル業務を通じて、場所や身体的制約に左右されない就労機会を創出し、障がい者の安定した収入確保
と社会参加の促進を目指すアイデアである。
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発表資料（抜粋）　

グループB



参加者・事業成果（概要）
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参加者

グループC

氏名 大学・企業

鶴元 葵 西南学院大学 外国語学部

岡村 妃菜 九州産業大学  国際文化学部

RASITA SRIVILAIVED キングモンクット工科大学北バンコク校

SANCHAI ASAVATAWEECHOK 株式会社  Agoda Services 政府機関連携部

白石 達郎（メンター） アノテーションサポート株式会社  代表取締役

課題意識：「文化の消失と若者の機会格差問題」

＜NIDAビジネススクールセンター長 Danuvasin Charoen氏＞
　スラム街でも最低限の教育機会の提供をしているところはある中で、このグループのユニークな点は、知識だけでなくスキ
ルを提供することにある。課題として、スラム街では高単価な闇バイトのようなものに手を染める子ども達もいるため、どうす
ればこのサービスに興味をもってもらうかを考えていく必要がある。また、市場をタイに限定せず日本や海外への展開も視野
に入れるとより大きなインパクトを生み出すことができるだろう。

＜株式会社Zero-Ten Park 小野 旬氏＞
　スキル習得につながる機会を場所とセットで提供するというのはとてもいいアイデアだと思う。サービスのネーミングについ
ては、より人々が希望を持てるものにしてもいいのではないか。

＜株式会社ボーダレス・ジャパン 代表取締役 田口 一成氏＞
　生活を整えるための手段として盆栽を作るサービスを提供し、それをプラットフォームで販売するというアイデアについては、
素晴らしいと思う一方で、盆栽に限定するのはもったいないため、プラットフォームを提供するビジネスモデルだけでなく、ユー
スエンタープライズのような形で、若者に対して多様な職種を提供できるとより社会的なインパクトも大きくなるのではないか。

最終成果報告会での講評

　 伝統的な文化が失われつつあること、また貧困家庭の若者はスキル習得などの機会が少なく、貧困
の連鎖から抜け出すことが難しい状況にあることは、両地域に共通する課題である。

成果報告の概要

　 日本とタイの両国で課題となっている伝統文化の消失や若者の機会格差の解決を目的に、手に職をつ
けるスキルの習得につながる体験教室を提供する施設の運営をビジネスアイデアとして検討した。具体
的には、タイでも人気のある「盆栽」を題材とした教室をスラムに住む子どもたちに提供し、教室で制作し
た盆栽を自社プラットフォームを通じて販売するモデルを構想した。
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発表資料（抜粋）　

グループC



事前研修

概要

当日の様子

日程：令和７年１２月６日（土）、７日（日）
場所：福岡市（ソーシャルベンチャー PARK）　
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　プログラム概要の説明、参加者同士の自己紹介、福岡県・バンコク都の概要説明、渡航に際し
ての注意事項の説明・ソーシャルビジネスの事例紹介、ビジネスアイデアの作り方ワークショッ
プ、グループワークなどを行った。

当日の様子

メンターとの顔合わせの様子

福岡県によるバンコク都の説明の様子

バンコク都参加者との研修後の集合写真の様子

福岡県と参加者の集合写真



海外プログラム　

概要

視察先
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１２月２１日（日）　渡航、夕食（オリエンテーション）
１２月２２日（月）　ワークショップ、バンコク都知事表敬訪問、寺院視察
１２月２３日（火）　行政機関訪問（クロントイ区役所）、
　　　　　　　　　　　施設訪問（ドゥアン・プラティープ財団）、
　　　　　　　　　　　企業訪問（True Digital Park）
１２月２４日（水）　グループワーク（ビジネスモデルワークショップ）
１２月２５日（木）　グループワーク、中間報告会
１２月２６日（金）　帰国

日程：令和７年１２月２１日（日）〜２６日（金）
場所：バンコク都

クロントイ区役所にて

True Digital Parkにて

(1) クロントイ区役所

(2) ドゥアン・プラティープ財団

(3) True Digital Park

＜ワークショップ＞
NIDAビジネススクールセンター長　Mr. Danuvasin Charoen

ドゥアン・プラティープ財団にて

チャチャート バンコク都知事 表敬訪問



海外プログラム

参加者同士でビジネスプランの話し合いをする様子 中間発表会前のグループワークの様子

企業訪問・ワークショップ・中間発表会の様子

バンコク都内視察の様子
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フィールドワークの様子中間発表会でのグループ発表の様子

ドゥアン・プラティープ財団で説明を受けている様子 True Digital Parkで説明を受けている様子

ウェルカムディナーの様子



ブラッシュアップ研修　

概要

講師（社会起業家メンター）

　令和８年１月～２月（オンライン）
各グループ毎に 2回実施
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　４人１組に対して、1名の社会起業家メンターが伴走。各グループが考えたビジネスアイデアに対し
て、アジアでの起業経験をもとをアドバイスを送り、ビジネスアイデアのブラッシュアップを行った。

１回目：１月１４日（水） ２１：００〜２２：００
２回目：２月　４日（水） ２１：００〜２２：００
※３チーム合同実施

【グループB】
企業名：　Re: leaf inc. 
肩　 書：　代表取締役
氏　 名：　御田麻友
拠　 点：　ミャンマー
テーマ ：　貧困問題・農業・ヘルスケア

ブラッシュアップ会の様子

【グループC】
企業名：　アノテーションサポート株式会社 
肩　 書：　代表取締役
氏　 名：　白石達郎
拠　 点：　マレーシア・フィリピン
テーマ ：　無国籍問題/AIのアノテーションサービス

【グループA】
企業名：　BLJ Philippines Inc. 
肩　 書：　代表取締役
氏　 名：　峠 慶太郎
拠　 点：　フィリピン
テーマ ：　貧困問題・養鶏事業



(1) 株式会社ボーダレス・ジャパン　LIB Jewelry 
(2) Fukuoka Growth Next 
(3) CIC FUKUOKA 

＜社会起業家との対話＞
株式会社ボーダレス・ジャパン（講師：代表取締役社長 田口 一成氏）

国内プログラム　

概要

視察先

日程：令和８年２月８日（日）〜１３日（金）
場所：福岡県内
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２月８日（日）　入国、福岡県内視察（八女市星野村）
２月９日（月）　表敬訪問（福岡県庁、福岡県議会、在福岡タイ王国総領事館）、
　　　　　　　　　企業視察（LIB Jewelry）、社会起業家との対話、ウェルカムパーティー
２月１０日（火）スタートアップコミュニティでの交流・グループワーク
２月１１日（水）グループワーク、文化体験（太宰府天満宮での着物体験）
２月１２日（木）最終成果発表会、振り返り
２月１３日（金）出国

社会起業家(ボーダレス・ジャパン田口氏)との対話

最終発表会での集合写真

LIB Jewelry講義でのグループワークの様子

福岡県知事表敬訪問

企業訪問・最終成果発表会の様子



国内プログラム

福岡県議会表敬訪問

CIC FUKUOKAの説明を受けている様子

表敬訪問・視察・
ワークショップ・最終成果発表会の様子

在福岡タイ王国総領事館表敬訪問

Fukuoka Growth Nextでのグループワークの様子

太宰府天満宮にて
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最終発表会の様子（ゲストアドバイザーによるコメント）

八女市星野村にて

最終発表会の様子（ビジネスプラン発表）
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参加者
報告書



参加者振り返り(１/３)

-16-

川津 葵 中村学園大学 栄養科学部 1年

(1) 海外プログラムを通しての学びや変化
　海外プログラムでは、実際にスラム街を訪れた経験が大き
な学びとなりました。劣悪な生活環境の中で多くの人々が
日々生活している現実を目の当たりにし、これまで教科書や
メディアを通して理解していた社会課題が、自分ごととして強
く認識されるようになりました。また、現地でのワークショップ
では、語学力にとらわれず伝えようとする姿勢の重要性を学
び、積極的にコミュニケーションを取る意識へと変化しまし
た。
　 さらに、アイデアを広く出し合いながら絞り込むプロセスに
触れ、チームでの意思決定の新たな方法を学びました。

(2) 国内プログラム（企業視察・起業家との対話）を通して
の学びや変化
　国内プログラムを通して、ソーシャルビジネスに対する捉え
方が大きく変化しました。事例を通じて、一見価値がないよう
に見えるものでも、視点や仕組みを変えることで新たな価値
を生み出せることを理解し、課題解決の可能性の広がりを
実感しました。
　 また、起業家との対話からは、物事をシンプルに捉え、ま
ず行動することの重要性を学びました。加えて、初期段階で
は多様な経験を積み、フィードバックを受けながら成長する
ことの大切さや、将来的には価値を提供する側へと移行す
る視点を得ました。さらに、事業づくりにおいては、具体的な
数値目標を設定し、進捗を継続的に確認するという基本の
重要性を再認識し、「考え方」と「行動」の両面で自身のスタ
ンスに変化が生まれました。

(3) 国内プログラム（グループワーク）を通しての学びや変化
　 英語力への不安から当初は十分に貢献できないのではないかと
いう懸念がありましたが、メンバーの協力的な姿勢に支えられ、自
分の意見を伝えようとする行動へと踏み出すことができました。そ
の結果、完全ではないものの、自身の考えを共有できたという実
感を得ました。
　 一方で、言語面の制約から細かなニュアンスを伝えきれなかった
ことや、議論の進め方に違和感を持ちながらも発言できなかった
点は課題として残りました。この経験から、異なる文化や言語環境
の中でこそ、自分の意見を伝える姿勢や勇気が重要であることを
学びました。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ
　 これまで起業は特別な人が行うものという印象がありましたが、
実際にビジネスプランを考える経験を通じて、そのプロセスを具体
的に理解し、自分にも挑戦できる可能性を感じるようになりました。
　 また、起業は個人で完結するものではなく、周囲との協力や信頼
関係の上に成り立つものであることを学びました。これらの経験か
ら、アントレプレナーシップとは単なる事業創出の力ではなく、人と
関わりながら価値を生み出していく姿勢であると捉えるようになり
ました。

(5) 今後に向けて
　語学力だけでなく、それを恐れずに活用する姿勢や、多様な文化
を理 解しようとする意 識を得ることができました。今 後は、異なる
バックグラウンドを持つ人々との交流をさらに深め、各国の課題や
価値観への理解を広げていきたいと考えています。また、多様な
人々が気軽に交流できる環境づくりを進めていくとともに、将来的
には社会課題の解決に関わる行動へとつなげていきたいと考えて
います。

源島 優奈 福岡女子大学国際文理学部 1年

(1) 海外プログラムを通しての学びや変化
　 バンコク都は非常に発展しており、街の活気や都市の規
模から、福岡以上に発展していると感じる場面もありました。
一方で、スラム街を訪れた際には、発展の裏側に大きな社
会格差が存在していることを実感しました。実際に学校へ通
うことができない子どもたちがいる現状を知り、自分が教育
を受けられている環境のありがたさを改めて感じるとともに、
こうした社会課題の解決に貢献したいという思いが強まりま
した。
　 また、子どもたちの教育機会を広げるために活動している
方々の考え方や取り組みに触れ、1日1バーツという低価格
で子どもを預かり教育を提供し続けている姿勢に大きな感
銘を受けました。現地での体験を通して、社会課題の現実を
自分の目で見ることの重要性を実感しました。

(2) 国内プログラム（企業視察・起業家との対話）を通して
の学びや変化
　田口さんのお話を伺うまでは、ソーシャルビジネスはボラン
ティアの延 長のようなもので、始めるハードルが高いものだ
と考えていました。しかし、具体的な起業の経験談や、慈善
性だけでなく利益の視点も含めたお話を聞くことで、ソーシャ
ルビジネスが「ビジネス」として成立し得るものだと現実的に
考えられるようになりました。特に印象に残ったのは、ビジネ
スを考える力には経験が不可欠であるという言葉です。今
回のプログラムを通してビジネスを考えることの難しさを実
感しましたが、同時に、もっと学び努力していきたいという前
向きな気持ちを持つことができました。

(3) 国内プログラム（グループワーク）を通しての学びや変化
　 グループワークでは、バンコクで作成したビジネスプランへの
フィードバックを踏まえ、より実現性の高い内容へと改善を重ねまし
た。前回のプランには理想的な部分も多くありましたが、具体性に欠
ける点もあり、今回は実際にビジネスとして成立するかという視点か
ら議論を深めました。
　 また、どの社会課題を解決したいのか、最終的にどのような状態
を目指すのかという目的を明確にすることの重要性にも気づきまし
た。議論の中では反対意見も出ましたが、改めて全員で考え直すこ
とで見落としていた点に気づき、より良い案を導くことができました。
この経験から、実現可能性を冷静に考えながら最善の解決策を探り
続ける姿勢の大切さを学びました。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ
　 アントレプレナーシップとは「不確実な状況の中でも課題解決に向
けて最善の方法を考え続け、行動し続ける姿勢」であると考えるよう
になりました。ビジネスプランを検討する過程では、これまでの案を
見直す場面もありましたが、失敗の可能性を受け入れながら議論を
重ねることで、より良い解決策に近づくことができました。社会課題
の解決には、理想だけでなく実現可能性を冷静に考え続ける姿勢
が重要であると感じました。

(5) 今後に向けて
　 今回、タイのメンバーと英語で議論しながらビジネスプランを考え
るなど、自分にとって初めての経験が多くありました。
　 また、バンコクの社会環境を実際に見たことで、社会課題の解決
に関わりたいという思いがより強くなりました。宗教による食文化の
違いなど日本との文化の違いにも気づき、多様な価値観を理解する
ことの大切さも学びました。今後も社会課題解決に向けた活動やプ
ログラムに積極的に参加し、今回得た学びを自分の行動につなげ
ていきたいと考えています。
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古賀 月海 西南学院大学 人間科学部 3年

(1) 海外プログラムを通しての学びや変化
　 バンコクでの5日間は、自分の実力不足を痛感すると同時
に、新たな視点を得る貴重な機会となりました。特に現地の学
生たちのプレゼンテーション能力の高さには圧倒されました。
語彙の豊富さや表現のバリエーション、堂々とした振る舞いを
目の当たりにし、自分がいかに狭い世界にいたかを思い知ら
されました。
　 また、街中の至る所に存在する富裕層と貧困層の格差や、
活気あふれる屋台文化など、肌で感じる現地の熱量からも多
くの刺激を受けました。当初は「発展途上」という先入観を持っ
ていましたが、自分以上の才能や視点を持つ同世代と交流す
る中で、無意識の偏見に気づかされたことも大きな収穫です。
環境が違っても、感情の本質は共通であることを実感し、真の
相互理解への第一歩を踏み出せたと感じています。

(2) 国内プログラム（企業視察・起業家との対話）を通しての
学びや変化
　 LIBジュエリーの事例からは、データ分析に基づいたマーケ
ティングの重要性を学び、自分たちのプランに欠けていた「価
値の付け方」という視点を得ることができました。また、田口さ
んとの対話は、私の職業観を大きく変えるものとなりました。
「不可能だと思わず、やっていく中で学ぶ」という言葉には強い
説得力があり、ビジネスが社会貢献と直結する姿に深い感銘
を受けました。特に、ソーシャルビジネスは通常の企業とは評
価の観点が異なるというお話を聞き、自分が目指すべき方向
性がより明確になりました。情熱を持って挑戦し続ける起業家
の姿勢に触れたことで、自分も社会に価値を生み出す働き方
に挑戦したいという意欲が湧いています。

(3) 国内プログラム（グループワーク）を通しての学びや変化
　 グループワークでは、チーム全員で一つの目標に向かう難しさと
喜びを学びました。最終準備の段階で意見の食い違いもありまし
たが、議論を重ねる中で「全員参加型」で進めることの大切さを再
認識しました。限られた時間の中でメンバーそれぞれの個性を生
かすことは簡単ではありませんでしたが、最後までやり遂げたいと
いう思いで取り組みました。講師からの厳しいフィードバックも自分
たちの現在地を知る機会となり、この経験を通して、自分の強みが
「平等性を意識したチームビルディング」にあると気づくことができ
ました。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ
「困難や不確実性の中でも立ち止まらず、周囲を巻き込みながら
価値を生み出そうとする姿勢」であると考えます。
今回の経験から、それは特別な才能ではなく、行動と試行錯誤の
積み重ねによって培われるものだと実感しました。チームとして最
善の解を導き出し、全員が納得して前に進めるよう働きかける姿
勢が重要であり、社会に価値を提供するためには長期的に学び続
ける覚悟が必要だと感じました。

(5) 今後に向けて
　 この3ヶ月間で得た「社会課題への視点」と「チームで形にする
力」を、今後のキャリアに活かしていきたいと考えています。特にメ
ンタルヘルス分野で社会に貢献すること、そして英語を活かして国
際的なビジネスに関わることを目標としています。今回学んだペル
ソナ設定やマーケティングの視点を日常の活動にも活かしながら、
社会起業も将来の選択肢の一つとして視野に入れ、仲間とともに
新しい価値を生み出していきたいです。

田崎 壮 九州産業大学 地域共創学部 ３年

(1) 海外プログラムを通しての学びや変化
　 二度目のバンコク訪問でしたが、都市部と周辺地域の深
刻な格差を改めて痛感しました。特に集合住宅地域での視
察を通じ、高齢者や障がい者への支援が不十分である実態
を肌で感じたことは大きな衝撃でした。
　 一方で、現地の方々と直接対話することで、統計データだ
けでは見えない生活のリアルや課題の解像度が高まりまし
た。この経験から、現場に足を運び、当事者の声を聞くこと
が問題解決の第一歩であると強く実感しました。

(2) 国内プログラム（企業視察・起業家との対話）を通して
の学びや変化
　ボーダレス・ジャパン代表田口 一成さんの「事業が社会に
どのような価値をもたらすか」という視点が非常に印象に残
りました。単なる利益追求ではなく、社会へのインパクトを最
優先する姿勢に感銘を受けました。
　 また、起業のノウハウは知識以上に、自ら実践し失敗する
中でしか身につかないという言 葉にも勇 気をもらいました。
失敗を前提に挑むマインドセットを学んだことで、英語でのコ
ミュニケーションや未知の課題に対する心理的ハードルが
大きく下がりました。

(3) 国内プログラム（グループワーク）を通しての学びや変化
　 当初は英語への苦手意識から受動的になり、自分の意見を伝え
られないもどかしさを感じていました。しかし、国内プログラム中盤
からは「間違ってもいいからまず発言する」ことを意識し、前のめり
な姿勢で議論に参加しました。
その結果、チーム内の疎通がスムーズになり、主体的にプロジェク
トに関わることができました。言語の正確さ以上に、伝えようとする
熱意と姿勢こそが、チームの納得感を高める鍵であることを学びま
した。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ
　 「日常の中にある細かな変化や問題を敏感に捉え、解決に向け
て即座に動き出せる力」だと考えます。今回のプログラムでは、文
化や宗教観の違いから生まれる新たな視点に触れる機会が多く、
自分の常識を疑う大切さを学びました。
何かが「おかしい」と感じたときに思考を止めず、まずは現場に飛
び込んでみる。そうした小さな違 和 感をビジネスやアクションの種
に変えていける人こそが、アントレプレナーシップの体現者である
と確信しました。

(5) 今後に向けて
　 これまでは「英語ができるようになったら海外へ」と挑戦を後回し
にしがちでしたが、今後は準備が整うのを待たず、積極的に未知
の環境へ飛び込んでいこうと考えています。
今 回のプログラムで得た「失 敗を恐れないマインドセット」を武 器
に、まずは興味のある分野で具体的なアクションを起こします。異
文化や異なる宗教観を持つ人々と協働した経験を活かし、多角的
な視点から社会課題にアプローチできる人材を目指して成長し続
けたいです。
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鶴元 葵 西南学院大学　外国語学部 3年

(1) 海外プログラムを通しての学びや変化
　バンコクのスラム街視察を通じ、社会課題の解決には制度
以上に「人の尊厳や背景への理解」が不可欠だと学びまし
た。劣悪に見える環境でも「ここが居心地が良い」と語る住
民の言葉に驚き、外部の尺度で支援を決めつける危うさを
実感しました。
　 また、行政や民間が役割分担して課題に挑む姿と、依然と
して残る深刻な格差を目の当たりにし、現実の厳しさを痛感
しました。チームとの協働では、他者を理解しようとする姿勢
こそが力になると気づき、誰かの役に立ちたいという思いが
より一層強まりました。

(2) 国内プログラム（企業視察・起業家との対話）を通して
の学びや変化
　 LIBジュエリーの事例から、物が溢れる現代では品質以上
に「ブランディングと付加価値」が重要であることを学びまし
た。
　 また、ボーダレス・ジャパン代表田口 一成さんとの対話で
得た「ソーシャルインパクトを可視化してからビジネスを始め
る」という視点は、私に大きなパラダイムシフトをもたらしまし
た。社会課題の解決を曖昧な理想で終わらせず、成果を測
定可能な形に落とし込むことで初めて持続的な価値が生ま
れるのだと気づきました。複数人の視点を組み合わせること
で新しい発想が生まれる、チームの可能性も強く実感しまし
た。

(3) 国内プログラム（グループワーク）を通しての学びや変化
　「全員で作り上げる」という目標を掲げ、最終発表前夜まで練習を
重ねたことで、チームの一体感を得ることができました。一方で、
議論がバンコクメンバー中心になる場面も多く、自分の知識やスキ
ル不足により、主体的な貢献が十分にできなかった点には悔しさ
が残ります。しかし、英語力や文化の壁があっても、互いの役割を
全うし、最後まで諦めずに一つの成果を完成させた経験は大きな
自信となりました。スキルの差を埋めるための努力の必要性を痛
感した、貴重なプロセスでした。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ
　 「周囲と協働しながら、粘り強く考え抜き、物事を前に進める力」
だと考えます。当初は自分の意見を伝えることにハードルを感じて
いましたが、メンバーが互いを否 定せず受け入れ合う姿 勢に触
れ、実行力とは信頼関係の上に成り立つものだと学びました。特
別な才能ではなく、どんなに困難でも「より良い答え」を模索し続け
る姿勢そのものが大切です。今回の経験を通じ、多様な価値観の
中で合意形成を図りながら価値を創造する、アントレプレナーシッ
プの本質を体感することができました。

(5) 今後に向けて
　 本プログラムで得た「主体的に考え、協働する姿勢」を糧に、今
後はさらに多様な国際交流やビジネスプログラムに挑戦したいと
考えています。築いた絆を一時的な経験で終わらせず、グローバ
ルな友人関係として継続させていくことも目標の一つです。将来的
には、福岡を拠点に自ら課題を見つけて行動できる社会人を目指
します。自分が次世代のためにこのようなプログラムを企画運営で
きる側になり、今回の学びを社会に還元していきたいという大きな
夢を持っています。

岡村 妃菜 九州産業大学 国際文化学部 1年

(1) 海外プログラムを通しての学びや変化
　 バンコクのクロントゥーイ地区の視察が最も印象に残って
います。スラムの現状を五感で捉えた際、当初は「かわいそ
う」という感情を抱きましたが、現地の方の「この暮らしに満
足している」という言葉に衝撃を受けました。外部の人間が
状況を決めつけるのではなく、当事者の価値観を尊重し、現
地を知ることの重要性を痛感しました。
　 また、言葉が完璧に通じなくても、タイのメンバーが歩み
寄ってくれたことで、コミュニケーションの本質は言語スキル
以上に「理解しようとする姿勢」にあると学びました。

(2) 国内プログラム（企業視察・起業家との対話）を通して
の学びや変化
　 ボーダレス・ジャパン代表 田口 一成さんとの対話で、「ビ
ジネスに向く解を探すクイズのようなもの」という発想の転換
に深く納得しました。社会課題の解決とマネタイズの両立に
悩んでいましたが、起業家の重みのある言葉に触れ、視界
が開ける思いでした。
具体的な事例紹介を通じて、ソーシャルビジネスの仕組みを
構造的に理解できたことも大きな収穫です。
これまで遠い世界に感じていた「起業」が、具体的な手法を
伴う身近な選択肢として感じられるようになり、この貴重な学
びを今後の指針にしたいと考えています。

(3) 国内プログラム（グループワーク）を通しての学びや変化
　 グループワークでは、言語の壁や収益性に対する考え方の違い
に直面し、何度も議論を重ねました。特にビジネスプランの持続性
について不安を感じる場面もありましたが、タイのメンバーが嫌な
顔ひとつせず耳を傾けてくれたことに救われました。お互いが納得
するまで対話を諦めず、相手の意見を尊重しながら自分の考えを
伝えることの重要性を再確認しました。このプロセスを経て、多様
な背景を持つメンバーと信頼関係を築きながら、一つの形を作り上
げる喜びを実感できました。

(4) 私が考えるアントレプレナーシップ
　 「自分が達成したい目標に向かって、叶えるまで動き続けられる
力」だと考えます。今回のワークでは、初めて目にするスラムの貧
困問題をいかに自分事として捉え、解決策を導き出すかに心血を
注ぎました。実 際に事 業を始 動させるまでには至りませんでした
が、未知の課題に対して思考を止めず、理想に近づこうと奔走した
経験は、私にとって大きな成長でした。社会の困難に対して当事者
意識を持ち、行動し続ける姿勢こそがアントレプレナーシップの本
質だと確信しています。

(5) 今後に向けて
　 本プログラムを通じ、国内外に潜む未知の社会問題への関心が
強まりました。今後は「何が問題で、誰がどのような悩みを抱えて
いるのか」を深く知るため、まずは徹底的なリサーチに取り組むこ
とが目標です。ネットの情報だけでなく、周囲の友人や大人との対
話を通じて多角的な視点を養い、関心の幅を広げていきます。タイ
で得た友人たちとの繋がりも大切にしながら、学んだビジネスの手
法や視点を活かし、社会に貢献できるアクションを起こしていきた
いです。
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